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川崎町鳥獣被害対策協議会川崎町鳥獣被害対策協議会川崎町鳥獣被害対策協議会川崎町鳥獣被害対策協議会
（川崎町・農協・猟友会・普及センター）（川崎町・農協・猟友会・普及センター）（川崎町・農協・猟友会・普及センター）（川崎町・農協・猟友会・普及センター）
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３班　２０名３班　２０名３班　２０名３班　２０名

鳥類駆除班鳥類駆除班鳥類駆除班鳥類駆除班
１班　　９名１班　　９名１班　　９名１班　　９名

ワワワワ
ナナナナ
駆駆駆駆
除除除除
班班班班

（（（（
５５５５
名名名名

））））

地域被害対策隊（非常勤職員待遇）地域被害対策隊（非常勤職員待遇）地域被害対策隊（非常勤職員待遇）地域被害対策隊（非常勤職員待遇）
　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 安宅地区　２名　　木城地区　１名　　荒黒地区　１名
　　　　　　木城地区　１名　　太田地区　１名　　真崎地区　１名
　　　　　　大ヶ原地区１名　　永井地区　１名　　東川地区　１名

　　　　　　　　　　役場内　　 ５名程度
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川崎町役場川崎町役場川崎町役場川崎町役場
農商観光課農商観光課農商観光課農商観光課
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許可

町長が任命町長が任命町長が任命町長が任命
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駆除要望書

駆除依頼

川崎町役場川崎町役場川崎町役場川崎町役場
農商観光課農商観光課農商観光課農商観光課

川崎町有害鳥獣駆除対策部川崎町有害鳥獣駆除対策部川崎町有害鳥獣駆除対策部川崎町有害鳥獣駆除対策部
会会会会

４班　　２９名４班　　２９名４班　　２９名４班　　２９名

獣類駆除班獣類駆除班獣類駆除班獣類駆除班
３班　２０名３班　２０名３班　２０名３班　２０名

鳥類駆除班鳥類駆除班鳥類駆除班鳥類駆除班
１班　　９名１班　　９名１班　　９名１班　　９名

ワナ駆除班ワナ駆除班ワナ駆除班ワナ駆除班
１班　（５名）１班　（５名）１班　（５名）１班　（５名）
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銃駆除依銃駆除依 ワナ駆除依

駆除依頼

問題点問題点問題点問題点

※　銃駆除については、高齢化が進み今後の駆除のあり方を考えなければならない
が、一番の問題点は、銃免許の取得が難しくなり、新規狩猟登録者が減少している
ため、現状維持するのも難しくなっている。
※　ワナ駆除は、市街地及び鳥獣保護区の被害の多発に伴い、設置要望が増加し
ているが、ワナ駆除員５名のほとんどが、仕事のため日中の対処が出来ない。
　また。移動・設置に４～５名の人員を要し、毎日の見回り、えさ入れ作業が、駆除員
の大きな負担になっている。

構想構想構想構想

※　各地区に箱ワナ駆除隊員を置き、区長からの駆除要望に応じて地区隊員と協議し、地
区の被害は、地区内で対処できるようにする。
※　箱ワナ設置数を５０基程度を目標に各地区に配分する。

問題点問題点問題点問題点

※　特別措置法なので、平成２２年に時限切れとなる。その後の予算措置が出来なければ、
現在の状態に戻る可能性が大である。


